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業績リスト（2014） 
 

 

Ⅰ 論文 

学術論文 

1. Morooka Y, Umeshita K Perceptions of transplant 

surgery among living liver donors in Japan. Progress in 

Transplantation.24(4):381-386, 2014 

2. 荒尾晴惠 リンパ浮腫に対するチーム医療の現状

と課題 リンパ浮腫ケアに対する取り組みと課題 

日本がん看護学会教育・研究活動委員会の経験から 

リンパ学 37 巻 1 号 2014 年 33-36 頁 

解説・総説 

1. 荒尾晴惠 がん患者への支持療法(supportive 

care)とは その重要性とナースの役割 Nursing 

Today 2013 年 28 巻 16 号 8-15 頁 

2. 川島鮎美，荒尾晴惠 悪心・嘔吐のマネジメント 

緩和ケア 2014 年 24 巻 1 号 20-24 頁 

3. 高尾鮎美，荒尾晴惠 呼吸困難に対する非薬物療法

の up to date 緩和ケア 2014 年 24 巻 5 号 346-350

頁 

4. 青木美和,岸野 恵,荒尾晴惠 伝統的な知恵と新

たな知識を融合したホスピス・緩和ケアを考える～

第 10 回 Asia Pacific Hospice Conference に参加

して～ がん看護 2014 年 19 巻 3 号 341-344 頁 

5. 山本知美,山下亮子 倦怠感に関する非薬物療法の

up to date 緩和ケア 2014 年 24 巻 5 号 351-355 頁 

6. 山本瀬奈，山本ちあき，荒尾晴惠 補完代替療法の

up to date―マッサージとアロマセラピー― 緩和

ケア 2014 年 24 巻 5 号 356-360 頁 

 

Ⅱ 著書 

専門著書 

1. 荒尾晴惠 第 7章 身体的ケアの理論と実践 系統

看護学講座 緩和ケア 第 2版 恒藤暁，内布敦子

編 2014 年 116-127 頁 医学書院 

2. 荒尾晴惠 放射線治療における看護 放射線治療

学 改定第 5 版 井上俊彦,小川和彦,小泉雅彦編 

2014 年 383-386 頁 南山堂 

3. 荒尾晴惠，山本瀬奈，藤川直美，竹井友理，間城  

絵里奈（日本がん看護学会「外来がん化学療法看護

ガイドライン」ワーキンググループ） 外来がん化

学療法看護ガイドライン 2014 年版 □1 抗がん剤

の血管外漏出およびデバイス合併症の予防・早期発

見・対処 日本がん看護学会編 2014 年 38-52 頁 

金原出版 

4. 志真泰夫，恒藤 暁，荒尾晴惠 専門家をめざす人

のための緩和医療学 第Ⅰ章 総論 1．緩和ケアの

歴史と展望 日本緩和医療学会編 2014 年 2-10 頁 

南江堂 

5. 林 章敏，余宮きのみ, 荒尾晴惠 専門家をめざす

人のための緩和医療学 第Ⅰ章 総論 2.全人的苦

痛とチーム医療 日本緩和医療学会編 2014 年

11-16 頁 南江堂 

6. 富安志郎，荒尾晴惠，堀 夏樹，恒藤 暁 専門家

をめざす人のための緩和医療学 第Ⅱ章 主要な

症状のアセスメントとマネジメント 2.がん疼痛 

日本緩和医療学会編 2014 年 61-86 頁 南江堂 

7. 橘 直子，福地智巴，荒尾晴惠 専門家をめざす人

のための緩和医療学 第Ⅲ章 心理社会的・スピリ

チュアルな側面 3.社会経済的な問題と支援 日

本緩和医療学会編 2014 年 295-303 頁 南江堂 

8. 木澤義之，荒尾晴惠 専門家をめざす人のための緩

和医療学 第Ⅳ章 教育・研究 1.教育 日本緩和

医療学会編 2014 年 330-336 頁 南江堂 

9. 森田達也，宮下光令，荒尾晴惠 専門家をめざす人

のための緩和医療学 第Ⅳ章 教育・研究 2.研究 

日本緩和医療学会編 2014 年 337-345 頁 南江堂 

 

Ⅲ 学会発表 

国際学会 

1. Arao H, Yamamoto S, Tazumi K, Hatakeyama A, Kitano 

A Survey on Dosage Management in Japanese Patients 

Undergoing Oral Chemotherapy 18th International 

Conference on Cancer Nursing，2014，September， 

2. Asano K, Kobayashi T, Arao H The Process of 

Perception in sexual dysfunction of prostate cancer 

patient undergoing hormonal therapy  The 2nd 

International Symposium of Training Plan for Oncology 

Professionals, 2014, January, Osaka  

3. Hatakeyama A,Masutani E,Arao H Factors related to 

distress of Epidermal Growth Factor Receptor 

Inhibitor-induced skin toxicity in advanced colorectal 

cancer patients  The 2nd International Symposium of 

Training Plan for Oncology Professionals, 2014, January, 

Osaka 

4. Yamamoto S, Arao H Assessing Menopausal 

Symptoms in Breast Cancer Patients within Three 

Months after Starting Hormonal Therapy The 2nd 

International Symposium of Training Plan for Oncology 
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Professionals，2014，January，Osaka 

5. Yamamoto S, Arao H, Hatakeyama A, Kitano A, Tazumi 

K Dosage Management Skills as Caregivers of Patients 

Receiving Oral Chemotherapy 2014 Oncology Nursing 

Society Annual Congress，2014，May，Anaheim Panama  

国内学会 

1. 淺野耕太，小林珠実，荒尾晴惠 ホルモン療法中の

前立腺がん患者の性機能障害に関する体験 第 28

回日本がん看護学会学術集会 2014 年 2 月，新潟市  

2. 畠山明子，升谷英子，荒尾晴惠 上皮細胞増殖因子

受容体阻害剤治療を受ける進行再発大腸がん患者

の皮膚症状の「つらさ」と関連要因 第 28 回日本

がん看護学会 2014 年 2 月，新潟市 

3. 升谷英子，小林珠実，田墨惠子，荒尾晴惠 化学放

射線療法を受ける頭頸部がん患者の栄養状態の変

化−DOC＋CDDP 併用療法を受けた 5 事例の考察−  

第 28 回日本がん看護学会 2014 年 2 月，新潟市 

4. 山本知美，北川善子，渡部昌美，得能裕子，升谷  

英子，小林珠実，荒尾晴惠，田墨惠子 化学放射線

治療を受ける頭頸部がん患者の口腔粘膜炎に伴う

疼痛の実態調査 第 28 回日本がん看護学会 2014

年 2 月，新潟市 

5. 松本 恵, 荒尾晴惠 乳がん患者のパクリタキセ

ルによる末梢神経障害の症状体験とその対処法に

関する事例研究 第 28 回日本がん看護学会 2014

年 2 月，新潟市 

6. 青木美和, 荒尾晴惠 終末期がん患者のせん妄の

前駆症状を捉える観察の視点 第 19 回日本緩和医

療学会学術大会 2014 年 6 月, 神戸市 

7. 森本杏菜,青木美和,荒尾晴惠 終末期がん患者に

おけるスピリチュアルペインの概念分析 第 19 回

日本緩和医療学会学術大会 2014 年 6 月, 神戸市 

8. 高尾鮎美，荒尾晴惠 化学放射線療法を受ける肺が

ん患者が治療完遂に至るまでの症状体験と心理・社

会的側面の特徴 第 55 回日本肺癌学会学術集会 

2014 年 11 月，京都市 

9. 田墨惠子，三浦恵理子，小池万里子，船奥あゆみ，

荒尾晴惠 がん患者相談支援室における肺癌関連

の相談に関する報告 第 55 回日本肺癌学会学術集

会 2014 年 11 月，京都市 

10. 師岡友紀，荒尾晴惠，山下亮子，笹嶋宗彦，西村  

悟史，來村徳信，溝口理一郎 タブレット端末を用

いた自己学習教育プログラムの臨地実習への導入

と評価 第 34 回日本看護科学学会学術集会 2014

年 11 月 名古屋市 

11. 志田 瑶，師岡友紀 救急看護認定看護師の理想と

実際の差異について 第 16 回日本救急看護学会学

術集会 2014 年 10 月 大阪市 

12. 米倉夏美，師岡友紀 看護師が捉える脳血管障害患

者の心理とその援助について 第 34 回日本看護科

学学会学術集会 2014 年 11 月 名古屋市 

13. 山下亮子 慢性心不全患者の生活と折り合いをつ

けた症状悪化予防行動獲得に対する外来看護介入

指針の有効性-1 事例への指針適用による看護援助

の効果の評価- 第 78 回日本循環器学会学術集会 

2014 年 03 月 東京 

14. 山下亮子，師岡友紀，荒尾晴惠，笹嶋宗彦，西村  

悟史，來村徳信，溝口理一郎 タブレット端末を用

いた自己学習教育プログラムの術後観察演習への

導入と評価 第 34 回日本看護科学学会学術集会 

2014 年 11 月 名古屋市 

15. 山本瀬奈，荒尾晴惠 アナストロゾール内服中に出

現する更年期症状のマネジメントと夫からの支援 

第 12 回日本乳癌学会近畿地方会 2014 年 11 月，京

都市 

16. 田墨惠子，山本瀬奈，畠山明子，北野愛子，荒尾  

晴惠 経口抗がん剤治療をうける肺がん患者と家

族の投与管理に関する実態調査 第 55 回日本肺癌

学会学術集会 2014 年 11 月，京都市 

17. 倉田貴代美，田墨惠子，小池万里子，北島惇子，  

太尾元美，荒尾晴惠 地域がん診療拠点病院におけ

るがん情報提供コーナー来訪者のニーズと OCNS コ

ース大学院生による対応 平成 26 年度近畿地区 3

拠点合同フォーラム 2014 年 12 月，京都市 

 

Ⅳ 講演会  

1. 荒尾晴惠 大分県看護協会 終末期がん患者の在

宅療養支援 症状マネージメント 2014 年 7 月 

2. 荒尾晴惠 兵庫県立がんセンター がん看護実務

研修 症状マネジメントとケア 2014 年 7 月 

 

Ⅴ 主催学会    

セミナー 

1. 荒尾晴惠，小林珠実，升谷英子 がん看護能力スキ

ルアップコース「OCNS 事例検討～コンサルテーショ

ン技法の実際～」新大阪丸ビル別館 3 階会議室 

2014 年 3 月 8 日 大阪市 

2. 荒尾晴惠，升谷英子，小池万里子 がん看護能力ス

キルアップコース「突出痛における基礎知識とケ

ア」大阪大学中之島センター佐治敬三メモリアルホ

ール 2014 年 7 月 6日 大阪市 

3. 荒尾晴惠，升谷英子，小池万里子 がん看護能力ス
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キルアップコース「医療者ができるがん患者のアピ

アランス(外見)ケア」大阪大学中之島センター佐治

敬三メモリアルホール 2014 年 11 月 8 日 大阪市 

研究会 

1. 荒尾晴惠，小池万里子，升谷英子，淺野耕太，畠山

明子，高尾鮎美，藤川直美，増尾由紀 第 3回大阪

大学大学院医学系研究科保健学専攻がん看護高度

実践看護師コース修了生の会「OCNS としてのコンサ

ルテーション・倫理調整に関する事例検討」 新大

阪丸ビル別館会議室 2014 年 6 月 8日 大阪市 

その他 

1. 松浦成昭，荒尾晴惠，升谷英子，小池万里子，小林

珠実，田墨惠子 連携 7大学がんプロフェッショナ

ル養成基盤推進プラン国際シンポジウム「がん看護

スペシャリストの主要な役割と責任」大阪大学コン

ベンションセンターMO ホール 2014 年 8 月 2-3 日 

吹田市 

 

Ⅵ 受賞 

1. 荒尾晴惠 佐川看護特別賞 

 

Ⅶ 研究費 

科学研究費補助金 

1. 荒尾晴惠(研究代表者) 診断期から緩和ケアに基

づく放射化学療法中の頭頸部がん患者の口腔粘膜

炎への看護介入 平成 25-27 年度 文部科学省科学

研究費(基盤研究 B) 

2. 升谷英子（研究代表者） ホルモン療法を受ける乳

がん患者の認知機能障害の実態と生活への影響に

関する研究 平成 25-26 年度 文部科学省科学研究

費（挑戦的萌芽研究）荒尾晴惠（研究分担者） 

3. 小松浩子（研究代表者） 外来化学療法におけるオ

ンコロジーエマージェンシーの安全ケア質保証統

合システム開発 平成 23～27 年度 文部科学省科

学研究費補助金（基盤研究 A）荒尾晴惠（研究分担

者） 

4. 野澤美江子（研究代表者） がん生殖医療の視点で

取り組む「がん患者の妊孕性温存の意思決定支援モ

デル」の開発 平成 26～29 年度 文部科学省科学

研究費(基盤研究 B)荒尾晴惠（研究分担者） 

5. 師岡友紀（研究代表者），梅下浩司（研究分担者） 

学術研究助成基金助成金（科研費）基盤研究（C） 

生体肝移植のレシピエント、ドナー、家族の抱える

問題と術後支援の検討 平成 24～26 年度 

6. 山下亮子（研究代表者） 仕事を持つ慢性心不全患

者のライフスタイルに即した療養行動実施の看護

援助指針の開発 平成 26 年度～28 年度文部科学研

究費補助金 若手研究(B) 

奨学寄付金 

1. 井上佳代（研究代表者） 子どもをもつ乳がん患者

の外来化学療法による母親役割への影響について

―化学療法のレジメンによる違い― 平成 26 年度 

大阪対がん協会がん研究助成奨励金 研究協力者 

荒尾晴惠 

2. 山本瀬奈（研究代表者） ホルモン療法を受ける乳

がん患者のセルフマネジメントを促進するパート

ナー参加型看護支援プログラムの開発 平成 26 年

度 公益信託山路ふみ子専門看護教育研究助成基

金 研究協力者 荒尾晴惠 

3. 北川聡美（研究代表者） 平成 25 年度がん研究助成

奨励金 末梢神経障害を体験している大腸がん患者

に対する家族サポートの実態調査平成 26 年度 大

阪対がん協会がん研究助成奨励金 研究協力者 

荒尾晴惠 


